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１．イノベーション推進体制
（経営のコミットメントを示すマネジメントシート）

発表者： 新明和工業株式会社
取締役 副社長執行役員
（技術・ｻｽﾃｨﾅﾋﾞﾘﾃｨ・モノづくり担当）
石丸 寛二
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1. イノベーション推進体制／（0）新明和工業の事業体制

５つの分野について事業を展開

業界トップクラスの

拠点網

24時間365日体制で

オペレーターがお客さま

からの出動要請や

問い合わせに対応

パーキング
システム事業

当社の自動車向け

自動電線処理機の

１日当たりの加工本数は

世界最高水準

産機
システム事業

下水道用

マンホールポンプ

国内シェア

No.1

流体事業

ダンプト ラ ッ クや

塵芥車、

テールゲート リ フ タ

国内シェア

No.1

特装車事業

世界で唯一

波高３ｍの外洋に

着水可能な

飛行艇を製造

航空機事業

営業 森
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1. イノベーション推進体制／（0）新明和工業の事業体制

新明和グループの理念

清潔 誠心 堅実 進取

新明和グループは、たゆまぬ技術革新で、
安心な社会と快適な暮らしを支え続け、
人々の幸せに貢献します。

グローバルな社会ニーズに応え、
都市・輸送・環境インフラの高度化に貢献する
価値共創カンパニーを目指します。

社是

経営
理念

長期
ビジョン

行動指針

行動規範

｢受け継ぐこと｣｢変化すること｣を明確にし実践することで、新たな１００年の歴史を作る

社是

経営理念

長期ビジョン

長期ビジョンの実現

都市
インフラ

環境
インフラ

輸送
インフラ

引用元： http://www.shinmaywa.co.jp/ir/pdf/mng_plan_22-05-19.pdf

営業 森

http://www.shinmaywa.co.jp/ir/pdf/mng_plan_22-05-19.pdf
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海外展

開加速

新事業

創出

ｾｸﾞﾒﾝﾄ

成長

戦略

戦略的

Ｍ＆Ａ

財務戦

略・資

本政策

人材

戦略

ＤＸ

推進

ESG

経営

1. イノベーション推進体制／（0）新明和工業の事業体制

長期経営計画［SG-Vision2030］：戦略と目標

2023年度
見通し

2,168億円

ROE
7.7％

ROIC
5.1％

［SG-2023］
2,700億円

ROE
7.2％

ROIC
5.2％

2021年度 2030年度

「長期事業戦略」と「経営基盤強化」の推進で経営目標を達成

長期経営計画
「Sustainable Growth with Vision 2030」 [SG-Vision2030]

ー価値創造による持続的成長ー

中期経営計画

2021～2023年度 2024年度～ ～2030年度

Phase1 【転換】
｢長期志向経営への転換｣

Phase2 【拡大】 Phase3 【飛躍】

経
営
基
盤
強
化

長
期
事
業
戦
略

経
済
的
価
値

経営指標 目標水準

売上高 4,000億円以上

海外売上高 1,000億円以上

ROE 12％以上

ROIC 10％以上

社
会
的
価
値
（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
）

マテリアリティ SDGsへの賛同

環
境

地球温暖化防止

循環型社会への貢献

社
会

ダイバーシティ＆
インクルージョンの推進

働きやすい職場環境
の整備

ガ
バ
ナ
ン
ス

コーポレートガバナンス
体制の充実

リスク管理体制の
整備・強化

SG-V2030

引用元： http://www.shinmaywa.co.jp/ir/pdf/mng_plan_22-05-19.pdf

営業 森

http://www.shinmaywa.co.jp/ir/pdf/mng_plan_22-05-19.pdf
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1. イノベーション推進体制／（1）組織内の事業推進体制及び経営の関与

経営者のコミットメントの下、専門部署に複数チームを設置

組織内体制図

加工技術課
生産技術を担当

福岡課長

研究課
構造解析を担当

杉本課長
（研究開発責任者）
（標準化戦略担当）

民間機構造課
構造設計を担当

石塚課長

代表取締役 取締役社長
五十川 龍之

（事業にコミットする経営者）

技術部
福本副部長

営業統括部
虎尾副部長

民間営業課
事業化を担当
虎尾課長(兼務)

取締役 副社長執行役員
石丸 寛二

常務執行役員
航空機事業部長
田中 克夫

生産技術部
中山部長

(標準化戦略副担当)

プロジェクト チーム

報告
（月毎）

ﾌｨｰﾄﾞ
ﾊﾞｯｸ

標準化関連
報告/指示

標準化関連
報告/調整

営業 森

連携

経営者等による具体的な施策・活動方針

• 経営者のリーダーシップ
・「長期ビジョン」に基づいた長期経営計画（SG-Vision2030）策定
（長期営業戦略と経営基盤強化（ESG/SDGs）の２大テーマ）
➡ SG-Vision2030に則った研究開発戦略を展開

• 事業のモニタリング・管理
・各段階でのモニタリング・フィードバック（毎月、毎4半期、毎半期）

・長期事業戦略に照らし合わせた事業のGO/No GO判断

• 積極的な情報開示と広報

代表例：パリ・エアショー2023展示ポスター
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２．事業戦略・事業計画

発表者： 新明和工業株式会社
常務執行役員
航空機事業部長

田中 克夫
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【航空機輸送分野での実現方策】
• 機体・エンジンの軽量化・効率化による低減
• 製造・破棄時の排出量低減

• 水素活用、電動化による輸送時の排出ゼロ化

カーボンニュートラルを踏まえたマクロトレンド認識

脱炭素化の流れに沿った機材の需要が急拡大すると予想

２. 事業戦略・事業計画／（1）産業構造変化に対する認識と市場ターゲット、提供価値

技術 杉本PM

• 熱可塑複合材料を活用した構造
脱オートクレーブ（製造時排出量削減）
高リサイクル性（破棄の環境負荷低減）

座席数

16,500

5,087

3,078

60～119 120～229 230～399 400～500

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

380

18,000

（リージョナル機） （単通路機） （中型機） （大型機）

1,000

最も成長率の高い
単通路市場に注力

【市場予測(～2039年）】

＊出典： Flight International 、Flight Airline Business

販売機数

活用すべき技術

コンポーネントメーカーとして貢献
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熱可塑複合材を適用した
大型一体成形エルロンの製作

スケジュール

2021 2025 2030

機体開発

2032…

研究開発

研究開発実現のためのスケジュール

事業化

事業化評価

2022 2023 2024 2026 2027 2028 2029

機体OEM開発スケジュール（最速想定）

量産

社内営業活動（一部追加開発含む）

機体OEMの開発スケジュール（最速想定場合）に適合するように実大構造をデモンストレーションできるように計画

技術 杉本PM

２. 事業戦略・事業計画／（2）OEM開発スケジュールの認識と開発計画

共同開発OEMとの共同開発

▼現状

GI基金研究

小型供試体

実大供試体

提案活動
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• 新規顧客獲得に向けたアピール

「フランスで開催されたエアショー」、 「nanotech 2023 国際ナノテクノロジー 総合展」において、
当該グリーンイノベーション事業で取り組んでいる 「熱可塑複合材料による軽量構造の開発」 事業
から生まれる軽量・高効率な動翼構造を紹介する展示ポスターを公開。

パリ・エアショー2023展示ポスター

営業 虎尾FB・森

nanotech 2023 国際ナノテクノロジー 総合展ポスター

２. 事業戦略・事業計画／（3）マーケティング実績

将来の社会実装を見据えて行う、事業化面の取組内容及び参考資料

• 海外OEMの将来航空機開発参入を見据えたアプローチ

欧米各国OEM各社に向けて当該グリーンイノベーション事業での取り組みを説明、
軽量・低コスト・リサイクル優位性をアピールした。
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３．研究開発計画

発表者： 新明和工業株式会社
航空機事業部
技術部 プロジェクトマネージャー

杉本 直彦
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研究開発項目・事業規模

① 大型化

・ 大型構造物の
溶着技術の確立

② 複曲面成形

・ ３次元複曲面構造の
成形技術の確立

実施スケジュール

2021 2025 2030

研究開発期間（国費負担有）

実施主体

当初計画

新明和工業

新明和工業

新明和工業

2032…

③ 高精度製造技術

・ 外板および波板コアの
板厚最適化に伴う
高精度製造技術の確立

要素研究 大型化

1. 

熱可塑複合
材を適用した
大型一体成
形エルロンの
製作

3. 研究開発計画／（1）実施スケジュール

研究開発実現のためのスケジュール

事業化

社会実装

KPI:製造規模
マイルストーン:
供試体製造

マイルストーン:
要素確立

研究開発項目 研究開発内容

（開発開始）

大型化

マイルストーン:
供試体製造

マイルストーン:
要素確立

要素研究

細部設計基本設計

マイルストーン:
設計成立

試験準備 試験実施

マイルストーン:
強度評価

KPI:３次元化

KPI:重量30%減

ステージゲート:
設計評価

ステージゲート:
製造性評価

実績

当初計画

実績

当初計画

実績

TRL2→3

2022 2023 2024

TRL3→4 TRL4→6

技術 杉本PM

▼現状
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研究開発項目

• 大型化
• 大型構造物の溶着技術
の確立

研究開発項目

KPI

1

金属構造エルロンに対し30％以上の重量軽減

アウトプット目標

2000mm×700mmのボックス一体
溶着が可能（溶着強度30MPa）

• 複曲面成形
• ３次元複曲面構造の成
形技術の確立

2

• 高精度製造技術
• 外板および波板コアの板
厚最適化に伴う高精度
製造技術の確立

3

1. 熱可塑複合材を適用した大型
一体成形エルロンの製作

3. 研究開発計画／（2）研究開発目標とKPIの進捗状況

アウトプット目標を実現するための研究開発内容とそのKPIの進捗状況

エルロン構造に適する３次元複曲面
構造の波板を成形できること（高さ
150mm, 複数山）

板厚変化部の位置公差±1.5mm、
高品質（リンクルレス、ボイドレス）

研究開発内容

生技 西村

実現可能性
（成功確率）

難易度：中

（提案時60％
→現状75％）

難易度：高→中

（提案時40％
→現状80％）

難易度：高

（提案時30％
→現状50％）

◎
（理由）
 目標を十分に上回る溶

着強度を確認

〇
（理由）
 予定通り進捗のため

〇
(理由)
 予定通り進捗のため

進捗度TRL

提案時TRL3
→現状TRL3

提案時TRL2
→現状TRL3

提案時TRL2
→現状TRL3
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3. 研究開発計画／（3）研究開発内容

実績：実大エルロン基本設計完了 ー ステージゲート（設計評価）

次世代単通路機体を想定し、エルロン形状を定義

形状コンセプト 重量

目標重量（金属構造エルロンに対し30％以上の重量軽減）達成見込

生技 西村

金属構造エルロン

（現状）

熱可塑複合材エルロン

（本研究）

0

5

10

15

金属構造エルロン 熱可塑複合材エルロン

重
量

(k
g
)

30.3%軽減

（本研究）（現状）
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現状及び今後の予定：供試体製造・評価（研究項目：①②③）

目的

3. 研究開発計画／（3）研究開発内容

生技 西村

実大エルロンにおける設計/製造要素を検証するため、小型部分供試体を製作し評価を実施する。
また、その結果を実大エルロンの設計/製造条件へフィードバックし、試験実証する。

✓実績（達成内容例）
・板厚変化部を含め位置公差±1.5mm以内で材料積層
・曲率形状成型/溶着
・ボイドレス溶着
・溶着強度目標達成

✓課題
・リンクル削減（改善見込みあり）

✓技術要素例
・複曲率形状成型/一体溶着
・リブ/スパー同時一体溶着
・リンクルレス

✓評価内容例
・実大エルロンサイズ一体溶着
・静強度試験
・疲労強度試験

②複曲面成形：単曲面供試体(要素研究)

（2022年度実績）

②複曲面成形：複曲面供試体

(製造準備中）

①大型化＋②複曲面成形＋③高精度製造技術：

実大エルロン（設計中）
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3. 研究開発計画／（4）研究成果の付加価値（標準化の取組等）

標準化・知財化戦略

（例１）検査方法の確立

（例２）民間認証

製造・運用段階
基本戦略

本事業における方向性 現状ステータス
標準化 知財化

材料領域 〇
航空局主催のWG*1の場において素材メーカーの要望に
寄り添う形で標準化をサポート

本事業の代替材料になりうる素材を調査中
（協業に関する本格的な活動は未実施）

構
造
様
式
領
域

設計 〇 構造様式についての特許を出願し、模倣防止
設計ゲートにて設定した「構造様式」について特許出願
を計画中

製造・組立 〇 製造法に関する特許を出願し、模倣防止
24年度に実施する「供試体製造」において特許性を精
査し、必要な手法について出願を想定

検査 〇
熱可塑性複合材特有の構造様式に対する検査手法を
本研究の中で見出し、標準化の種とする

検査手法について情報収集中
24年度の「供試体製造」段階で課題、解決法が明確
になるため、その段階で提案可能な案件を精査

運
用
領
域

維持・整備 〇
検査同様の形式が整備で活用可能と考えるため、標準
化の際には維持・整備も考慮する

日本航空株式会社との「戦略的連携協定*2」を締結し、
運用サイドとの直接交流ができる場を設定
（別研究において機体調査、整備情報収集を実施）

破棄領域 〇
CFRPリサイクルを核に航空機用複合材料の再生事業
を強化（本事業外）

CFRPリサイクル会社に出資し、リサイクル事業に本格参
入*3

*1： 航空機の脱炭素化に向けた新技術官民協議会「国内協議団体準備WG」
*2： 新明和工業株式会社広報「新事業開発における戦略的連携協定」新明和工業株式会社、日本航空株式会社2023.4.13
*3： 新明和工業株式会社広報「富士デザイン株式会社への出資を実施」2023.1.18

〇本事業期間におけるオープン戦略（標準化等）またはクローズ戦略（知財等）


